
　

今
年
は
明
治
改
元

１
５
０
年
、
市
役
所
開
庁

１
２
０
年
で
す
。
１
５
０

年
前
、
我
が
国
は
明
治
に
改

元
を
さ
れ
、
近
代
国
家
へ
と

歩
み
を
進
め
ま
し
た
が
、
京
都

に
と
っ
て
は
受
難
の
時
代
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
事
実

上
、
都
の
地
位
を
失
い
、
当
時

の
人
口
の
３
分
の
１
が
流
出
す

る
な
ど
、
大
き
な
危
機
に
直
面

❶ 日本の〝こころの創生〟を牽引する「世界の文化首都・京都」の実現
❷ 京都の強みを最大限に活かした地域経済の更なる活性化
❸ 市民のいのちと暮らしを守り、子育て・教育環境を一層充実
❹ 参加と協働による地域の個性と活力あふれるまちづくり

30年度予算の４本柱・予算編成におけるポイント

を
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
我
々
の
先
人
は
そ
の
都
市

衰
退
の
危
機
に
、
番
組
小
学
校

の
創
設
、琵
琶
湖
疏
水
の
建
設
、

日
本
初
の
芸
術
大
学
、
工
業
高

校
の
開
校
、
電
車
事
業
の
開
始

な
ど
、ま
さ
に
市
民
ぐ
る
み
で
、

今
日
の
発
展
の
礎
と
な
る
未
来

を
見
据
え
た
事
業
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
明
治
31
年
に
、

京
都
、
東
京
、
大
阪
の
三
都

市
の
自
治
権
を
制
約
す
る

市
政
特
例
の
撤
廃
を
実
現

し
て
、市
民
の
手
に
よ
っ
て

市
長
を
選
任
し
、専
任
の
市

職
員
を
置
き
、市
役
所
を
開

庁
し
、自
治
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
明
治
改
元

１
５
０
年
を
記
念
し
、今
日

の
京
都
発
展
の
礎
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
人
の
皆
様

の
偉
業
に
思
い
を
馳
せ
る
、

多
彩
な
取
組
を
平
成
30
年

度
は
行
っ
て

参
り
ま
す
。

住
居
専
用
地
域
で
の
営
業
は
原
則
60
日
間

（
1
月
15
日
か
ら
3
月
15
日
の
間
の
み
）

駆
け
付
け
要
件
の
設
定

（
お
お
む
ね
半
径
８
０
０
m
以
内
か
つ
お
お
む
ね
10
分
以
内
の
場
所
に
管
理
者
設
置
）

協
定
の
締
結
を
努
力
義
務
化

（
事
業
者
は
地
域
住
民
の
方
と
運
営
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

ま
し
た
。
特
に
10
月
に
導
入
さ

れ
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

は
、「
市
民
、観
光
客
、事
業
者
」

す
べ
て
の
人
々
が
導
入
効
果
を

実
感
で
き
る
取
組
と
な
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。
私
た
ち
議

員
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
京
都
市

会
に
お
け
る
最
大
会
派
の
責
任

と
使
命
を
自
覚
し
、
明
治
改
元

１
５
０
年
に
当

た
り
、
改
め
て

京
都
市
の
50
年

後
１
０
０
年
後

を
し
っ
か
り
と

展
望
し
、
京
都

市
政
を
力
強
く

進
め
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
の
6
月
15
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民

泊
新
法
）
に
対
応
す
る
京
都
市

の
条
例
を
一
部
修
正
の
う
え
可

決
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
旅
館

業
法
の
下
で
営
ま
れ
て
い
た
施

設
は
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
民
泊
新
法
の
下
で

は
届
出
制
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
例
に
お
い
て
京
都
市
独
自
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
の
主
な
内
容
と
し
て

は
、
住
居
専
用
地
域
に
お
け
る

営
業
日
数
の
制
限

や
不
測
の
事
態
等

に
民
泊
事
業
者
が

対
応
で
き
る
よ
う

に
駆
け
付
け
要
件

を
設
定
し
た
こ
と

で
す
。
法
律
で
は
住

民
泊
条
例
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

が
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
努
力
義

務
と
す
る
」
と
い
う
修
正
を
自

民
党
市
会
議
員
団
か
ら
提
案
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
と
条
例
の
施
行
後
も
適

切
に
民
泊
事
業
が
運
営
さ
れ
る

よ
う
引
き
続
き
議
論
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
自
民
党
市
会
議
員
団

は
、「
財
政
規
律
と
積
極
的
予

算
の
両
立
」
を
求
め
た
要
望
書

を
も
と
に
策
定
さ
れ
た
平
成
30

年
度
の
京
都
市
予
算
案
に
つ
い

て
、
２
か
月
間
に
わ
た
り
、
各

事
業
の
目
的
、
使
途
、
効
果
な

ど
に
つ
い
て
徹
底
し
た
議
論
、

審
議
を
行
っ
た
う
え
で
可
決
し

居
専
用
地
域
で
も
最
大
１
８
０

日
間
の
営
業
が
許
可
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
京
都
市
の
独
自

ル
ー
ル
で
は
原
則
1
月
15
日
か

ら
3
月
15
日
ま
で
の
60
日
間
に

し
て
お
り
、
住
環
境
の
保
全
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駆

け
付
け
要
件
で
は
、
お
お
む
ね

半
径
８
０
０
ｍ
以
内
か
つ
、
お

お
む
ね
10
分
以
内
に
駆
け
付
け

ら
れ
る
場
所
に
管
理
者
を
置
く

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
提
案
さ
れ
た
条
例
案

に
、「
地
域
住
民
と
民
泊
事
業
者

一
般
会
計 
７
、８
４
５
億
円 

特
別
会
計 

６
、６
６
４
億
円

公
営
企
業
会
計（
上
下
水
道
・
市
バ
ス
・
地
下
鉄
） ２
、６
４
７
億
円

全
会
計
合
計 

１
兆
７
、１
５
５
億
円

❶ 明治改元記念事業（記念シンポジウムなど）
❷ 明治の京都の精神を学び、現代の課題解決に活かす事業
❸ 明治の京都策を体感し、次の世代に継承する事業

（琵琶湖疏水通船、市電など）
❹ 明治150年を契機とした文化、観光、伝統産業、地

域の歴史資産等の振興（芸術・学校、宮廷文化など）

琵琶湖疏水

開業当初のチンチン電車
  

明
治
150
年

京
都
市
役
所
120
年

　 明治150年・京都のキセキ
 　・プロジェクト（28事業）の4本柱

平
成
30
年
度

京
都
市
予
算

地域と調和した民泊に
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の
葬
祭
費
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
等
の
適
用
が
可
能
な
場
合

も
あ
る
た
め
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
、
適
切
な
制
度
運
用
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

高
架
下
空
間
創
出
で

洛
西
口
・
桂
間
活
性
化

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
洛
西

口
～
桂
駅
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
一
日
も
早
い
活
用
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
、
進
捗
状
況

な
ら
び
に
付
近
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
平
成

30
年
度
に
は
、
本
市
の
子
育
て
応

援
施
設
等
の
設
計
を
進
め
る
と
と

も
に
、
広
く
市
民
に
愛
さ
れ
、
全

国
に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
高
架
下

空
間
の
創
出
を
通
じ
て
、
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
や
大
枝
、

大
原
野
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
の
連

動
を
は
じ
め
、
西
京
区
全
体
の
活

性
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

言
す
る
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
自
治
会
等
が
独
自

に
駐
車
場
使
用
料
の
徴
収
に
口
座

振
替
の
仕
組
み
を
利
用
さ
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
、
引
き
続
き
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向

け
た
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

女
性
孤
立
か
ら
守
る

若
草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
更
生

保
護
女
性
会
で
は
、
虐
待
や
貧
困

に
よ
り
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

い
女
性
の
悩
み
に
寄
り
添
い
支
援

す
る
こ
と
で
、
一
層
の
貧
困
や
犯

罪
に
至
る
こ
と
を
防
ぐ
「
若
草
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

本
市
の
支
援
が
再
犯
防
止
推
進
の

モ
デ
ル
事
業
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、

法
務
省
か
ら
京
都
市
に
補
助
が
な

さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
地
域
活

動
を
支
援
す
る
良
い
機
会
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
、
京
都
市
の

考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市

で
は
来
年
度
、
様
々
な
自
立
支
援

施
策
を
実
施
し
て
い
る
保
健
福
祉

局
を
中
心
に
、
関
係
局
で
構
成
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
新
た

に
設
置
し
、
具
体
的
な
検
討
に
着

手
し
て
参
り
ま
す
。

　

連
携
や
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
、
再
犯
防
止

や
自
立
支
援
の
た
め
の
具
体
策
や
、

地
域
に
お
け
る
支
援
の
あ
り
方
等

を
議
論
し
、「
再
犯
防
止
計
画
」
を

策
定
し
て
参
り
ま
す
。

人
生
最
期
の
公
施
設

中
央
斎
場
利
便
向
上

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
人
生

の
最
期
に
利
用
さ
れ
る
公

的
な
施
設
と
し
て
の
利
便

性
の
向
上
に
予
約
制
度
の

導
入
や
施
設
の
拡
充
を
含

め
た
京
都
市
の
対
策
の
現

状
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）
市
民
の
皆
様
の
声

や
葬
祭
業
者
の
皆
様
の
御

意
見
も
お
伺
い
し
な
が
ら
、

御
遺
族
の
負
担
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
よ
う
、
引
き

続
き
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
身
寄
り
や
財
産
が

な
く
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
家
賃

や
駐
車
場
並
び
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
街
灯
な
ど
の
共
益
費
の
徴
収
が

で
き
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中

で
、
今
後
、
市
営
住
宅
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
お

答
え
く
だ
さ
い
。

■
鈴
木
章
一
郎
都
市
計
画
局
長

（
答
弁
）
費
用
徴
収
に
関
す
る
自

治
会
等
か
ら
の
御
相
談
に
対
し
て

は
、
滞
納
者
へ
の
督
促
方
法
を
助

■
𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
厳

し
い
財
政
状
況
の
も
と
に
あ
っ
て

も
決
し
て
縮
小
一
辺
倒
に
な
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
規
律
を
守

り
な
が
ら
も
、
今
こ
そ
京
都
の
未

来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
明
治
の

先
人
た
ち
に
学
び
、
積
極
果
敢

に
投
資
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
投
資
こ
そ
が
安
心

と
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、

将
来
、
市
民
の
財
産
と
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

市
長
は
こ
の
厳
し
い
局
面
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
決
意
で
編
成

に
臨
ま
れ
た
の
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
財
政
構
造
改
革
を
断

行
す
る
と
同
時
に
、
決
し
て
縮
小

一
辺
倒
に
な
る
こ
と
な
く
、
国
と

も
一
体
と
な
り
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、

50
年
後
１
０
０
年
後
へ
と
続
く
京

都
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、
全

力
を
傾
け
て
参
り
ま
す
。

山
科

−

大
津
に
新
ル
ー
ト

渋
滞
解
消
・
安
全
確
保
へ

■
𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
大

津
方
面
の
１
号
線
、
亀
岡
方
面

の
9
号
線
整
備
は
京
都
市
の
未
来

に
と
っ
て
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、

予
算
を
考
え
る
と
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
府
市
の
負
担
割
合
を

考
え
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
を
活
用
し
、

市
の
負
担
軽
減
に
努
め
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
ご
指

摘
の
大
津
方
面
、
亀
岡
方
面
の

ル
ー
ト
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
そ
の
優

先
順
位
、
受
益
に
応
じ
た
費
用
負

担
の
あ
り
方
を
念
頭
に
置
き
、
国
、

府
、
更
に
隣
接
す
る
自
治
体
と
議

論
を
深
め
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

山
科
区
民
の
足
を
守
る

市
バ
ス
共
同
運
行
へ

■
𠮷
井
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
周

辺
地
域
の
バ
ス
路
線
の
充
実
に
向

け
て
市
と
し
て
制
度
の
更
な
る
充

実
は
で
き
な
い
の
か
。
M 

M
（
※
）

事
業
に
取
り
組
ん
で
も
採
算
性
か

ら
本
格
運
行
を
実
現
で
き
な
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
交
通
局
に
は

市
バ
ス
の
共
同
運
行
も
視
野
に
入

れ
、
格
差
是
正
、
何
よ
り
も
利
便

性
向
上
に
向
け
汗
を
か
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）
30
年
度
は
更
に
支
援

予
算
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
山
科
地

域
で
は
、
𠮷
井
議
員
御
提

案
の
市
バ
ス
の
共
同
運
行

な
ど
様
々
な
手
法
を
含
め
、

民
間
バ
ス
事
業
者
と
し
っ

か
り
協
議
を
行
い
、
山
科

区
民
の
皆
様
の
生
活
の
足

を
守
っ
て
参
り
ま
す
。

※
M 

M
…
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

1   平成３０年度予算編成について
2   文化庁移転に伴う庁舎整備に対しての京都

市の取組について
3   これまでの廃棄物行政の総括と今後について
4   働き方改革について
5   京都市の将来を見据えた道路ネットワーク

について
6   山科区をはじめとする市内周辺の民間バス

運行地域におけるバス路線の充実について

⃝𠮷井あきら議員の質疑項目⃝

1   京都市技術職員の確保と能力向上
2  自治会館や集会所の整備促進
3   市営住宅における管理運営
4   更生保護活動と就労支援の取組
5   京都市中央斎場の利便性向上
6   民地における公益な土地活用
7   阪急電鉄洛西口駅から桂駅間の高架下の活用

⃝西村義直議員の質疑項目⃝

百
年
後
の
京
都
を
見
据
え

平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

民
間
バ
ス
事
業
者
と
市
バ
ス
と
の

共
同
運
行
に
向
け
て

阪急洛西口駅〜桂駅間高架下における有益な整備事業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
へ

各
自
治
会
の
知
恵・取
組
を
相
互
共
有

財
政
規
律
と
積
極
投
資
両
立

市
民
生
活
に
寄
り
添
う
政
策

𠮷
井
あ
き
ら 

議
員

⃝

山
科
区

西
村
義
直 

議
員

⃝

西
京
区
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カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
市
の
恵
ま
れ
た

文
化
資
産
も
市
民
の
健
康
長
寿
・

経
済
・
観
光
・
産
業
振
興
に
結
び

付
け
、
利
福
を
追
求
す
る
「
文
化

の
産
業
化
」
も
重
要
で
は
な
い
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
産
業
、

環
境
、
教
育
、
福
祉
等
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
と
文
化
の
融
合
で
そ
れ
ぞ

れ
の
質
を
高
め
、
市
民
生
活
と
都

市
格
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、
文

化
と
経
済
・
観
光
の
好
循
環
を
生

む
「
新
た
な
経
済
的
価
値
の
創

出
」
を
文
化
政
策
の
重
点
方
針
に

掲
げ
、
京
都
経
済
の
更
な
る
成
長

に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

南
区
の
現
状
と
将
来
像

地
域
・
区
民
で
新
計
画

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
問
）

私
の
地
元
南
区
は
、
工
業
・
商

業
・
農
業
・
大
交
通
網
や
上
下
水

道
拠
点
他
、
各
種
産
業
や
市
民
生

活
イ
ン
フ
ラ
、
経
済
基
盤
を
支
え

る
京
都
に
と
っ
て
の
非
常
に
重
要

な
区
域
で
あ
り
「
持
続
可
能
な
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
の
モ

デ
ル
区
と
も
な
り
得
る
と
考
え
る
。

区
内
各
所
で
様
々
な
変
革
的
開
発

や
構
想
が
進
む
今
、
市
に
お
け
る

南
区
の
位
置
づ
け
と
社
会
的
動
向
、

区
民
主
体
の
確
固
た
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い

て
ど
う
考
え
ら
れ
る
か
。

■
村
上
圭
子
副
市
長
（
答
弁
）
南

区
は
世
界
的
な
企
業
や
農
業･

歴

史
と
多
様
な
文
化･

魅
力
が
あ
ふ

れ
、「
地
域
力
が
息
づ
く
」「
美
し

い
」「
活
力
あ
ふ
れ
る
」
ま
ち
と
い

う
三
つ
の
未
来
像
を
掲
げ
、
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
次
期
の
南
区

基
本
計
画
も
更
な
る
地
域
の
強
み

･

個
性･

魅
力
が
高
ま
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
区
民
の
皆
様
と
活
発
な

議
論
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
問
）

歴
史
的
な
ま
ち
並
み
保
全
と
再
生

を
目
指
し
た
新
景
観
政
策
の
実
施

か
ら
10
年
が
経
過
し
、
様
々
な
効

果
や
改
善
が
見
ら
れ
た
反
面
、
固

定
資
産
税
の
負
担
増
や
交
通
・
観

光
混
雑
、
民
泊
問
題
他
、
市
民

の
住
み
や
す
さ
が
失
わ
れ
、
新
世

代
等
の
空
洞
化
も
危
惧
さ
れ
る
中
、

都
市
の
持
続
可
能
性
を
担
保
し
て

市
内
定
住
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
取

り
戻
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

ど
う
総
括
し
、
今
後
い
か
に
進
化

さ
せ
て
行
く
べ
き
か
、
見
解
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
将
来

の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
や
市
内
一
律
基

準
で
は
な
く
全
体
と
し
て
京
都
の

魅
力
を
高
め
て
い
く
方
向
性
、
各

地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
都
市
機
能

等
を
踏
ま
え
、
新
た
に
審
議
会
を

設
置
し
、
具
体
的
な
施
策
の
在
り

方
も
含
め
た
議
論
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

文
化
は
保
存
・
継
承
か
ら

市
民
経
済
・
産
業
振
興
に

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
問
）

文
化
庁
の
移
転
で
「
京
都
が
日
本

の
文
化
を
牽
引
」
と
い
う
使
命
感

や
、
理
念
・
啓
発
系
の
事
業
予
算

に
も
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
歴
史
と
伝
統
的
な
文

化
・
芸
術
ば
か
り
で
は
な
く
、
身

近
で
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
「
現
代

1   景観政策を地域現状に即して改変、市民の住みやすさと定住を取り戻す今後の方針について

2  人口減少･超高齢化に現実的かつ早急な対策で急激変被害から市民を守る社会体制について

3   文化施策は重い伝統性や保存の観点から、身近な現代カルチャー･京都文化も市民経済･産業振興に

4   他都市大企業よりも市内発注で不正･談合を防ぎ、市民安全と公正性を守る公共事業のあり方

5   現代と今後における物流の社会的重要性と厳環境の改善に向けた市の取組について

6   南区の現状･経緯と様々な課題・展開の見解、区民力での新しいまちづくり計画について

⃝しまもと京司議員の質疑項目⃝

■
下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
今

春
の
義
務
教
育
学
校
の
設
置
を
一

つ
の
契
機
と
し
て
、
全
国
の
小
中

一
貫
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
本

市
の
実
践
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
た

先
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
さ
れ

た
他
都
市
で
の
優
れ
た
実
践
に
も

学
び
な
が
ら
、
今
後
、
小
中
一
貫

教
育
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
れ
て

い
か
れ
る
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ

い
。

■
在
田
正
秀
教
育
長
（
答
弁
）
下

村
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
施
設

等
が
独
立
し
た
小
・
中
学
校
で
小

中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む
中
学
校

区
や
、
一
つ
の
小
学
校
か
ら
複
数

の
中
学
校
へ
進
学
す
る
中
学
校
区

に
お
い
て
は
、
小
中
一
貫
教
育
を

一
層
工
夫
し
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ど
の
中
学
校
区
で

も
共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
５
つ

の
実
践
を
定
め
た
「
京
都
市
小
中

一
貫
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

29
年
度
中
に
は
、
小
中
一
貫
教

育
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
と
協
働

し
た
取
組
等
の
紹
介
な
ど
に
よ

り
、
保
護
者
・
地
域
と
の
一
層
の

連
携
・
協
力
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
合
同
の
学
校
運
営

協
議
会
の
設
置
拡
大
を
進
め
る
な

ど
、
小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

中
央
市
場
の
未
来
へ

慎
重
に
ル
ー
ル
設
定

■
下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
卸

売
市
場
法
改
正
で
想
定
さ
れ
る

「
市
場
ご
と
の
ル
ー
ル
設
定
」
に

つ
い
て
、
京
都
市
中
央
市
場
の
将

来
像
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
臨
ま
れ
る
の
か
、
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
下
村

議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
卸
売
市

場
法
改
正
に
係
る
議
論
の
過
程
で

は
一
部
に
市
場
不
要
論
や
法
自
体

を
廃
止
す
る
と
の
極
論
も
あ
り
ま

し
た
が
、
与
党
国
会
議
員
の
お
取

組
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
市
場
の

機
能
・
役
割
を
認
め
、
食
品
流
通

の
核
と
し
て
堅
持
し
て
い
く
こ
と

が
政
府
方
針
と
し
て
明
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
場
の
取
引
ル
ー
ル
を
定
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
卸
・
仲
卸
業
者

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
す
中
で

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
能
力
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
「
京
都
市
中
央
市
場
宣
言
」
で

お
誓
い
し
た
と
お
り
、
京
都
市
中

央
市
場
が
生
鮮
食
料
品
の
中
核
的

な
流
通
拠
点
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
、
我
が
国
の
食
文
化
を
力
強

く
牽
引
し
て
い
く
た
め
、
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
場
関
係
者
と
十
分
に
議
論
し
な

が
ら
、
仕
組
と
施
設
の
両
面
か
ら

強
力
に
取
組
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

1  小中一貫教育の充実について
2  上下水道事業における技術継承について
3  災害の多様化に伴う救助体制の強化について
4  市バスの混雑対策としての振替輸送と車掌の添乗について
5  卸売市場法改正を踏まえた京都市中央卸売市場第一市場の今後について
6  四条通の地下道の活性化について（要望）
7  京都駅西部・東部・東南部エリアの連携した取組による地域活性化に

ついて（要望）

⃝下村あきら議員の質疑項目⃝ 保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
・
協
力

小
中
合
同
運
営
協
議
会
設
置
拡
充
へ

中
央
市
場
の
外
観

小
中
一
貫
教
育
充
実
に
向
け

下
村
あ
き
ら 

議
員

⃝

下
京
区

【
代
表
質
疑
】
２
月
市
会
（
２
月
22
日
）

景
観
規
制
を
地
域
別
に
改
善

市
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
定
住
を
促
進

し
ま
も
と
京
司 

議
員

⃝

南
区

南
区･
京
都
の
文
化
的
象
徴
で
あ
る

東
寺(

教
王
護
国
寺)

と
近
辺
景
観

生
活
と
経
済･

地
域
の
未
来
図
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大
久
保
利
通
の
建
白
で
、
都

が
東
京
に
移
っ
た
の
が
１
５
０

年
前
。
千
年
の
都
、
京
都
人
の

矜
持
が
発
揮
さ
れ
た
。
番
組
小

学
校
の
創
設
、
数
々
の
近
代
産

業
化
。
こ
れ
ら
は
明
治
の
時
代

に
あ
っ
た
「
恩
送
り
」

－「
次

の
世
代
に
施
す
」
そ
の
も
の
。

　

明
治
期
、
社
会
や
生
活
が

大
き
く
変
わ
る
一
方
、
送
り

火
な
ど
変
わ
ら
ず
大
切
に

守
っ
て
き
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
明
治
の
先
人
達
の
行
動

や
哲
学
を
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
学
び
、
今
と
未
来
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

明
治
2
年
に
番
組
小
学
校

が
創
設
さ
れ
12
年
に
上
京
区
、

下
京
区
を
設
置
。
22
年
に
京

都
市
が
発
足
し
31
年
に
市
役

所
開
庁
と
明
治
に
京
都
の
礎

が
生
ま
れ
た
事
を
実
感
。
そ

の
崇
高
な
精
神
を
次
世
代
に

伝
え
る
議
会
に
し
た
い
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明

治
時
代
に
近
代
京
都
の
礎
を

築
か
れ
た
先
人
に
倣
い
、
縮

小
一
辺
倒
で
は
な
く
、
未
来

の
京
都
が
よ
り
良
く
な
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成
か
ら
新
し
い
時
代
へ
、

ま
た
明
治
１
５
０
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
の
予
算
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、

未
来
の
京
都
を
見
据
え
、
文

化
・
市
民
生
活
・
経
済
活
性

化
に
資
す
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

京
都
市
が
自
治
権
を
獲
得

し
て
１
２
０
周
年
を
迎
え
、

京
都
市
民
と
し
て
為
す
べ
き

つ
と
め
は
、過
去
の
歴
史
を
学

ん
で
先
人
の
智
慧
を
活
か
し
、

そ
し
て
現い

ま在
を
生
か
さ
れ
て

い
る
自
覚
の
も
と
、
未
来
に

責
任
を
果
た
す
こ
と
で
す
。

　

１
５
０
年
前
、
人
口
減
少

と
い
う
危
機
か
ら
町
衆
が
京

都
を
救
っ
た
。
い
ま
、
京
都

に
住
む
、
働
く
、
学
ぶ
、
遊

ぶ
、
そ
し
て
、
愛
す
る
私
た

ち
が
先
人
同
様
、
京
都
を

創
っ
て
い
く
気
持
ち
を
分
か

ち
合
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
予
算
が
、
一
四
七
万

市
民
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
予
算
で
あ
る
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。
明
治
維

新
か
ら
一
五
〇
年
、
京
都
市

開
庁
一
二
〇
年
の
節
目
を
大

切
に
新
し
く
創
造
す
る
京
都

市
の
た
め
尽
力
致
し
ま
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
、

脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た

子
育
て
文
化
の
伝
統
を
踏
ま

え
、京
都
で
産
み
た
い
、育
み

た
い
、
学
び
た
い
と
思
え
る

「
は
ぐ
く
み
文
化
」の
創
造
を

目
指
す
た
め
の
予
算
の
編
成

に
真
摯
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

開
庁
１
２
０
年
、
歴
史
の

重
み
を
踏
ま
え
、
今
と
未
来

に
必
要
な
教
育
、
福
祉
、
子

育
て
支
援
を
は
じ
め
、
課
題

の
多
い
民
泊
条
例
の
議
論
や

京
都
駅
東
部
エ
リ
ア
の
活
性

化
、
四
条
地
下
道
タ
イ
ム
ト

ン
ネ
ル
事
業
の
実
現
に
努
力
。

　

本
市
は
、
現
在
、
人
口
減

少
な
ど
大
都
市
の
困
難
に
直

面
し
て
い
る
。
明
治
１
５
０

年
を
契
機
に
当
時
の
人
々
が

明
治
の
精
神
と
知
恵
で
復

興
・
発
展
を
成
し
遂
げ
た
足

跡
を
学
び
、
現
在
の
復
興
・

発
展
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　

困
難
な
時
代
に
先
を
見
越

し
て
、
琵
琶
湖
疏
水
等
投
資

的
な
事
業
を
展
開
さ
れ
た
明

治
の
先
人
。
今
を
生
き
る

我
々
も
語
り
継
が
れ
る
仕
事

が
出
来
る
よ
う
、
自
民
党
議

員
団
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

伏
見
区
の
誕
生
は
昭
和
6

年
。
伏
見
市
な
ど
9
の
市
町

村
が
京
都
市
と
の
合
併
か
ら
。

意
外
と
歴
史
が
浅
い
。
開
庁

１
２
０
年
を
祝
う
に
留
ま
ら

ず
洛
外
に
も
っ
と
行
政
の
光

を
。先
ず
は
環
境
先
進
都
市
伏

見
区
の
実
現
に
取
り
組
む
！

　

本
市
は
「
明
治
百
五
十
年
」

関
連
事
業
を
多
岐
に
わ
た
り

展
開
す
る
中
、
古
都
の
春
を

彩
る
花
街
公
演
「
京
お
ど
り
」

で
は
、
明
治
維
新
百
五
十
年

を
記
念
し
た
舞
が
披
露
さ
れ

ま
す
。
今
後
の
民
間
で
の
盛
り

上
が
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
１
５
０
年
、
市
役
所

開
庁
１
２
０
年
、
パ
リ
と
の

姉
妹
都
市
締
結
60
年
、
世
界

文
化
自
由
都
市
宣
言
40
年
、

京
都
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
。

先
人
の
熱
い
思
い
に
心
馳
せ
、

責
任
あ
る
政
治
に
最
善
を
尽

く
し
ま
す
。

　

伊
藤
博
文
公
は
明
治
元
年

の
時
27
歳
。
私
も
初
当
選
が

27
歳
。
重
ね
合
わ
せ
る
の
は

恐
れ
多
い
で
す
が
、
本
年
は

開
庁
１
２
０
年
で
も
あ
り
、

30
年
度
予
算
が
未
来
志
向
の

予
算
編
成
と
な
る
よ
う
に
議

論
を
致
し
ま
し
た
。

　

財
政
規
律
を
守
り
な
が
ら

も
、
今
こ
そ
京
都
の
未
来
を

切
り
拓
く
為
に
明
治
の
先
人

た
ち
に
学
び
、
積
極
果
敢
に

投
資
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
50
年
後
１
０
０

年
後
、
京
都
が
更
に
発
展
す

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

①
明
治
回
帰
的
な
少
人
口

化
に
新
対
策
②
景
観
策
の
弊

害
と
住
改
善
③
文
化
で
経

済
・
産
業
振
興
④
大
企
業
諸

不
正
を
糾
弾
⑤
重
要
化
物
流

の
厳
況
・
環
境
⑥
南
区
の
重

要
性
・
現
状
・
新
計
画
…
他

を
代
表
質
問
で
も
徹
底
論
議

　

明
治
一
五
〇
年
、
先
人
た

ち
は
琵
琶
湖
疏
水
や
市
電
な

ど
京
都
の
礎
と
な
る
事
業
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
私
た
ち

も
一
〇
〇
年
後
の
京
都
の
姿

を
見
据
え
、「
文
化
力
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

歴
史
に
学
ぶ
こ
と
は
大
切

で
す
。
明
治
期
の
京
都
の
先

人
は
都
市
存
亡
の
危
機
に
立

ち
向
か
い
、
偉
業
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
我
々
も
逆
境
に

立
ち
向
か
い
未
来
の
京
都
の

礎
と
な
る
取
組
に
挑
戦
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
１
５
０
年
、
市
役
所
開
庁
１
２
０
年
に
当
た
り
、
予
算
市
会
を
振
り

返
っ
て
の
感
想
や
、
京
都
へ
の
思
い
を
自
民
党
議
員
団
20
名
に
聞
き
ま
し
た
。

中
村
三
之
助

上京区

山
本　
恵
一

北区

寺
田　
一
博

上京区

津
田　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤　
昌
洋

中京区

富　
き
く
お

山科区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

森
田　
　
守

右京区

井
上
与
一
郎

右京区

橋
村　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中　
明
秀

西京区

田
中
た
か
の
り

右京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村　
義
直

西京区

繁　
　
隆
夫

伏見区

椋
田　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

小
林　
正
明

北区

明
治
150
年 
市
役
所
開
庁
120
年

「
未
来
を
展
望
し
挑
戦
す
る
予
算
」
を
議
論

マタリーヌ
（京都市会マスコット

キャラクター）

またきち
（京都市会マスコット

キャラクター）
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環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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